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治区での紛争が始まり、ニュースでは罪のない

多くの市民が病院に運ばれる光景を目にしま

す。その他アフガニスタンやイエメン、シリア、南

スーダン、ミャンマー、ソマリア等々多くの国や地

域が戦争・紛争下にあります。戦火を逃れた難

民の数は2022年時点で8200万人以上であり、
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ガバナー　鵜沢　和広（千葉若潮RC）

月信2月号に寄せて
　２月は「平和構築と紛争予防月間」です。

ゴードンR・マッキナリーRI会長はCreate Hope 

㏌ The Worldのメッセージに込めて世界の平

和を願っています。

　2022年２月24日に始まったロシアのウクライナ

への侵攻は未だに出口の見えない泥沼化の

様相を呈しています。また新たにパレスチナ自
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エンゲージメントを育もう

題字：万木寛子先生
ゆるぎ  ひ ろ こ

ご当地写真大募集（詳細はP2参照）
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（募集写真の条件）
❶一人2枚まで（ご自身で厳選してください）。
❷写真は昼の明るい風景写真で縦長の画像をお願いします。
❸ご本人のお名前、場所と名称を明記してください。
❹写真は各クラブ事務局経由でガバナー事務所メールアドレス（23-24gov@rid2790.jp）宛にお送り願います。
❺人物が入る写真は顔が映っていないことを確認の上、お選びください。

ご当地自慢の風景写真、大募集。
ガバナー月信の表紙に掲載いたします。

表紙を飾る写真の数には制限がありますのでその点はご容赦願います。なるべく掲載するよう月信委員会で工夫してまいりますので
よろしくお願いいたします。お待ちしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月信委員長　加藤時春（千葉若潮RC）

とても残念な事にその数はもっと増えています。

ウクライナから隣国ポーランドへの難民の数は

現在でも200万人以上です。先日、駐日ポーラン

ド共和国大使館でパウェル・ミエウルスキー特

命全権大使にお目にかかりましたが、ポーランド

には難民キャンプはなく、すべての難民を家庭

で受け入れているそうです。素晴らしいポーラ

ンドの方々に心から敬服するばかりです。そし

て日本でも2568人（2023/11/29現在）のウクラ

イナ難民が生活しています。しかし、世界中の

多くの難民は暖かい食事やベッドがあるわけで

はありません。テントでの生活を余儀なくされ水

や食料に不自由している難民の方が圧倒的に

多いのです。世界中の難民が安全になった母

国へ帰れる日が一日も早く来ることをみんなで

お祈りしましょう。

　さて私は、クラブへの公式訪問の真っただ中

にあります。このガバナー月信２月号が皆様の

お手元に届くころは丁度半ばに差し掛かった

頃で、毎日東奔西走していると思います。それ

ぞれのクラブの皆さんと意見交換出来ることは

とても楽しく有意義です。クラブの実情や特色、

そしてクラブビジョンを伺い少しでも効果的なア

ドバイスが出来ればと思って会長幹事との懇談

会や例会に臨んでいます。会員の減少に伴い

クラブ運営上の予算や奉仕活動費の捻出が

厳しくなって苦慮しているクラブ、会員の世代間

の意見の隔たりから新しい方向性が出せない

でいるクラブ、会長に成り手がいなくて困ってい

るクラブ等などクラブの抱える悩みは様々です

が会員の皆様が笑顔で問題を解決しようと取

り組まれている姿勢を拝見して頼もしく思えま

した。また入会歴の浅い会員へのラーニング

で地区の支援に期待を寄せているクラブも多

くありますのでガバナー補佐の方々や地区

ラーニング委員会とクラブへの支援について

協議していきたいと考えています。私がガバ

ナーを務める年度は残すところ４ケ月となり満

足の頂ける効果は出せないかもしれませんが

地区戦略計画委員会にラーニング体制の在り

方を提案して次年度以降に継続できるよう努

めて参ります。　

※2024年2月20日（火）をもって募集を終了させていただきます。ご協力ありがとうございました。
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　ロシアのウクライナ侵攻、

イスラエル・パレスチナ紛争

など、いまだに世界のあら

ゆるところで戦争・紛争が続いています。

　戦争・紛争をなくすことは、大変難しく容易にで

きるものではありませんが、難しいからといって平

和構築・紛争解決をあきらめてはなりません。

　ロータリーには平和の推進と紛争解決に貢献

する将来のリーダーを育成する奨学生制度があ

ります。それはロータリー財団が運営する「ロータ

リー平和センタープログラム」であり、平和活動へ

の貢献の意味で今まで以上に重要な役割になっ

てきます。

　世界の各地域で評価の高い大学と提携し、世

界の7大学内に「ロータリー平和センター」を設置

し、平和構築に必要とされる専門知識とスキルを

養う研究・講義・実地研修が行われます。ロータ

リー平和センターで学ぶ学生を「ロータリー平和

フェロー」と呼びます。

　ロータリー平和フェローは、毎年ロータリー財団

による厳しい選考のもと修士号プログラムに50

名、専門能力開発修了証プログラムに40名が選

ばれ、世界のロータリー平和センターにおいて平

和に関するあらゆるテーマについて研究します。

　日本においては東京三鷹市にある国際基督

教大学にロータリー平和センターが設置されてお

り毎年10名が国際基督教大学に入学します。当

第2790地区では1～2名のロータリー平和フェ

ローを担当カウンセラーのロータリアン中心にサ

ポートします（ガバナー月信11月号P9で紹介し

ています）。

　創設から20年を経て、プログラムを修了した平

和フェロー達は約1,600人にのぼり、国連、世界銀

行、国際移住機関、米州機構、各国政府機関、

二国間または国際非政府組織やコンサルティン

グ会社等で活躍しています。

　今後、ロータリー平和フェローが各地で平和推

進活動を地道に行うことが世界平和に寄与する

ものと確信しております。そして、そのロータリー平

和フェロー達を支援するロータリーも重要な役割

を果たせるものと思います。

平和推進・紛争解決の為の
「ロータリー平和センタープログラム｣の役割
地区ロータリー平和フェローシップ委員会 委員長 松丸 隆一（柏RC） 

平和フェロー20・21期生 2023.6.24 平和フェロー22期生 2023.8.23
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　第3グループのロータリー

情報研修会は、企画段階か

ら合同会長会や合同幹事

会とホストの千葉西クラブの仲間達とのアイデアの

結集で開催することができました。7クラブの会長や

幹事と準備会議を重ね、いろいろなアイデアや情報

を交換しあいました。開催の主テーマは、「鵜沢和

広ガバナーが目指すクラブ活性化について語り合

おう！！」と地区テーマに沿って掲げ、当日の語り合い

テーマは「みんなでエンゲージメントを育もう！！」を明

示しました。11月17日のプログラムですが、鵜沢ガバ

ナーからご挨拶を頂き、開催担当の千葉西RC渡

邉会長から歓迎と激励のご挨拶を頂きました。最も

肝心な開催趣旨説明を丁寧に伝達し、第1部はパ

ネルディスカッションです。全7RCの会長が揃って壇

上でパネラーになって頂き、コーディネーターは千葉

RCの清田地区RLI推進委員長に委ねました。開

催コンセプトは、会員とクラブが共に成長できる愛着

心と帰属意識を高め、共に協力しあって貢献する

意欲を強め、各クラブ活性化を語り合うことです。何

度かあったクラブ会長との準備会議でも、各クラブ

の特徴や年度の活動方針や目指す方向性を披露

する模索がされました。清田コーディネーターの促

進により、7名の会長からは各クラブ運営の様子が

披露されました。参加した７クラブ会員は夫々に他

クラブ会長の発表を傾聴し、改めて例会運営の違

いや、様 な々知識や情報が新鮮な学びとなり、併せ

て思考の刺激を受けたようです。11卓に分かれて7

クラブ会員が混在して修学でき、7クラブの会長から

情報を新鮮に受け止めることができたと思います。

清田コーディネーターから時間延長を請われるほ

ど、闊達な情報交流でした。緊張感が解けた休憩

後の第2部は和やかで、11卓ごとに混在して座って

いる各クラブのメンバー同士が意見交流に励み、

語り合いの醍醐味を堪能してくれました。テーブル

マスターには各クラブ幹事や代表に役目を担って頂

き、活発な意見交流と友愛親睦の密度を深めてく

れたと信じています。地区ロータリー情報ラーニング

委員会の椎名委員長とRLI推進委員会周藤副委

員長もご参加下さり、清田コーディネーター共々ご

指導と総評を頂くことができ感謝しております。第3

グループ全7クラブがOne Teamになって親睦を深

めあい、クラブを超えた自己研鑽ができたことに安

堵し、参加会員が、みんなでエンゲージメントを育む

意欲に結び付いたと心から念じています。

第3グループロータリー情報研修会は
One Teamで開催
第3グループ ガバナー補佐 海寶 勘一（千葉西RC） 

パネルディスカッション 全　景
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　第6グループ情報研修会

は、11月13日月曜日に、鋸南

町中央公民館多目的ホール

にて各クラブより、71名の参

加を頂き、開催されました。

　鵜沢ガバナーも推進されているDEIについて、

グループの皆様にも共有してもらいたい思いから、

研修テーマを「DEIとは…」で開催致しました。 

　ロータリー情報・研修委員会から椎名委員長、

木川副委員長、DEI推進委員会から水嶋委員長、

在籍する委員の皆様の参加協力のもと、2部構成

で3つのプログラムを行いました。鵜沢ガバナーにご

挨拶を頂き、DEI推進委員会水嶋委員長より、ロー

タリーが今まで辿って来たDEIの歴史や今日の浸

透状況についての基調講演を頂きました。2部で

は、各クラブより1名ずつステージに登壇を頂き、2人

（DEI推進委員）のDL進行により、パネルディスカッ

ションを行いました。私もパネルディスカッションを数

回体験してますが、過去のパネラーは会長や5年未

満の経験年数の浅い会員が選ばれていました。今

回は若い会員からキャリア豊富な80代のロータリア

ンまで幅広い年齢層で、多様な意見（会場では賛

同の拍手が起きる位）を述べて頂きました。

　休憩を挟み、3つ目のプログラムのテーブルディス

カッションでは7テーブルに別れ、DEI及び情報・研

修委員の引き出しの広さ、また2つ目に行われたパ

ネルディスカッションの刺激を受けた事で、 熱心に

協議を頂きました。そして、テーブル毎に意見発表

を頂きました。

　最後に漆原PGに講評を頂き、どんな時代の流れ

でも「寛容の心が大切」とお言葉をいただきました。

DEIがテーマだと難しすぎる、との声もありました

が、情報研修会をしてみれば難しいことはなく、コ

ミュニケーションを図りながら皆さんが同じ方向を向

けたと思います。ロータリーが最初に目指した所は

変わらず、どんな時代の変化でも皆さんが思いやり

の心を持って取り組んで頂ければ、エンゲージメント

を育んでいけると思います。

第 6グループ情報研修会報告｢DEIとは…｣
第6グループ ガバナー補佐 手塚 節（鋸南RC） 
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幹事と準備会議を重ね、いろいろなアイデアや情報

を交換しあいました。開催の主テーマは、「鵜沢和

広ガバナーが目指すクラブ活性化について語り合

おう！！」と地区テーマに沿って掲げ、当日の語り合い

テーマは「みんなでエンゲージメントを育もう！！」を明

示しました。11月17日のプログラムですが、鵜沢ガバ

ナーからご挨拶を頂き、開催担当の千葉西RC渡

邉会長から歓迎と激励のご挨拶を頂きました。最も

肝心な開催趣旨説明を丁寧に伝達し、第1部はパ

ネルディスカッションです。全7RCの会長が揃って壇

上でパネラーになって頂き、コーディネーターは千葉

RCの清田地区RLI推進委員長に委ねました。開

催コンセプトは、会員とクラブが共に成長できる愛着

心と帰属意識を高め、共に協力しあって貢献する

意欲を強め、各クラブ活性化を語り合うことです。何

度かあったクラブ会長との準備会議でも、各クラブ

の特徴や年度の活動方針や目指す方向性を披露

する模索がされました。清田コーディネーターの促

進により、7名の会長からは各クラブ運営の様子が

披露されました。参加した７クラブ会員は夫々に他

クラブ会長の発表を傾聴し、改めて例会運営の違

いや、様 な々知識や情報が新鮮な学びとなり、併せ

て思考の刺激を受けたようです。11卓に分かれて7

クラブ会員が混在して修学でき、7クラブの会長から

情報を新鮮に受け止めることができたと思います。

清田コーディネーターから時間延長を請われるほ

ど、闊達な情報交流でした。緊張感が解けた休憩

後の第2部は和やかで、11卓ごとに混在して座って

いる各クラブのメンバー同士が意見交流に励み、

語り合いの醍醐味を堪能してくれました。テーブル

マスターには各クラブ幹事や代表に役目を担って頂

き、活発な意見交流と友愛親睦の密度を深めてく

れたと信じています。地区ロータリー情報ラーニング

委員会の椎名委員長とRLI推進委員会周藤副委

員長もご参加下さり、清田コーディネーター共々ご

指導と総評を頂くことができ感謝しております。第3

グループ全7クラブがOne Teamになって親睦を深

めあい、クラブを超えた自己研鑽ができたことに安

堵し、参加会員が、みんなでエンゲージメントを育む

意欲に結び付いたと心から念じています。

第3グループロータリー情報研修会は
One Teamで開催
第3グループ ガバナー補佐 海寶 勘一（千葉西RC） 

パネルディスカッション 全　景
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　第6グループ情報研修会

は、11月13日月曜日に、鋸南

町中央公民館多目的ホール

にて各クラブより、71名の参

加を頂き、開催されました。

　鵜沢ガバナーも推進されているDEIについて、

グループの皆様にも共有してもらいたい思いから、

研修テーマを「DEIとは…」で開催致しました。 

　ロータリー情報・研修委員会から椎名委員長、

木川副委員長、DEI推進委員会から水嶋委員長、

在籍する委員の皆様の参加協力のもと、2部構成

で3つのプログラムを行いました。鵜沢ガバナーにご

挨拶を頂き、DEI推進委員会水嶋委員長より、ロー

タリーが今まで辿って来たDEIの歴史や今日の浸

透状況についての基調講演を頂きました。2部で

は、各クラブより1名ずつステージに登壇を頂き、2人

（DEI推進委員）のDL進行により、パネルディスカッ

ションを行いました。私もパネルディスカッションを数

回体験してますが、過去のパネラーは会長や5年未

満の経験年数の浅い会員が選ばれていました。今

回は若い会員からキャリア豊富な80代のロータリア

ンまで幅広い年齢層で、多様な意見（会場では賛

同の拍手が起きる位）を述べて頂きました。

　休憩を挟み、3つ目のプログラムのテーブルディス

カッションでは7テーブルに別れ、DEI及び情報・研

修委員の引き出しの広さ、また2つ目に行われたパ

ネルディスカッションの刺激を受けた事で、 熱心に

協議を頂きました。そして、テーブル毎に意見発表

を頂きました。

　最後に漆原PGに講評を頂き、どんな時代の流れ

でも「寛容の心が大切」とお言葉をいただきました。

DEIがテーマだと難しすぎる、との声もありました

が、情報研修会をしてみれば難しいことはなく、コ

ミュニケーションを図りながら皆さんが同じ方向を向

けたと思います。ロータリーが最初に目指した所は

変わらず、どんな時代の変化でも皆さんが思いやり

の心を持って取り組んで頂ければ、エンゲージメント

を育んでいけると思います。

第 6グループ情報研修会報告｢DEIとは…｣
第6グループ ガバナー補佐 手塚 節（鋸南RC） 
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　第9グループのロー

タリー情報研修会は、

11月18日（土）に香取

神宮神徳館を会場として開催しました。

第9グループに所属するのは4つのクラブ

ですが、その所在地はいずれも人口が

減少傾向にあり、いわゆる過疎化が進み

つつある地域です。そうした中、将来のク

ラブ活動を活性化するためにまず取り組

まなくてはならないのが会員拡大である

と考えました。

　今回の情報研修会においては講演者

として𠮷田理愛地区会員増強・退会防

止委員長に基調講演をお願いしました。

また、その講演を受けて各テーブル10名

程度の人数でグループディスカッションを

していただき、最後にグループ毎に討議

内容を発表していただきました。日頃所

属するクラブが異なり、具体的なテーマ

について意見交換する機会の場は限ら

れておりますが、互いにロータリアンで

あるという繋がりを持つ中で活発で有

意義な意見交換ができたと思われま

す。

　今回の情報研修会のテーマである会

員拡大については今更申し上げるまでも

なく各クラブ共、問題意識を持って取り組

み続けているのは事実です。しかし、

我 を々取り巻く環境を考えた時、ややもす

ると自分達自身が会員拡大に対して積

極的な考えや行動が取りにくくなっている

のではないでしょうか。自分達を取り巻く

環境を変えることが難しいのであれば、

自分達自身の考え方や行動を変えてい

くしか方法はないと考えました。

　ご参加いただいたロータリアン各位が

少しでも前向きな考え方で会員拡大、さ

らにはクラブ運営の活性化に取り組む

きっかけの一助になれたならと思います。
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第9グループ情報研修会報告
第9グループ ガバナー補佐 那須 哲郎（佐原香取RC） 
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　第10グループ情報研修会は
令和5年11月16日木曜日に成
田アートホテルにて70名の参
加があり「ロータリーを学び楽し
もう」というテーマで開催されま

した。開催にあたり青木貞雄パストガバナーより「親睦＝
Fellowship」を始めとして正文英語と和訳の意味合い
が異なる用語があること、会員数頭打ち以降、ロータ
リーを考える上でRLIセミナー参加等の興味深い話が
ありました。
　鋸南RC清水一成会員の講演では「私のロータリー
の旅、RLIとの出会い」をお話して頂きました。RCに入会
後、家業との両立も難しく退会を考えていた時に出会っ
たのがRLIです。そこに参加して、魅力に取り憑かれ、
現在では地区委員であり、クラブではRI会長賞を受賞
しております。素晴らしい貴重な体験をしたので皆さん
にももっと深くロータリーを学び旅を楽しんで欲しいという
話をユーモアを交えてお話し下さいました。
　清田浩義RLI推進委員長の講演では「RLIとは何
か？」という内容でRLIへの参加を促進する事によって
会員維持にプラスの影響を与えている現状と、「RLIの
目指する成果」として、ロータリアンとしての成長、ロータ
リー観の確立、クラブ/地区リーダーの育成についてご
説明頂きました。
　その後、各クラブ会長のグループディスカッションがあ

り様 な々意見が出ました。
・どんどん会員数が減少し5年後クラブの存続が危ない
 のではと感じている。
・インターアクトの活動を中心に行っているので楽しみな
 がら奉仕活動をしている。
・初期の頃は辞めたいと何度か思いましたが役職を頂く
ようになり少しずつ楽しめるようになりRLIの資格を取 
 りました。良いプログラムだと思いますので皆様是非
参加して下さい。
・入会時は溶け込めず話す相手もいなく仕事も当時は
現役で昼間例会への参加する事が難しかった。例会
 に参加して仲間を作ることがクラブライフを楽しむ一番
 の秘訣だと思います。
・現在は少人数ではありますが若手会員が増加してお
  ります。クラブの雰囲気は非常に良く活動は非常にし
 やすいです。現役世代の会員の昼間の例会参加が
 課題です。
と、活発なお話を聞くことができました。
　諸岡靖彦パストガバナーから総評をいただきました。
RLIのプログラムに参加することで自分自身のロータリー
観が創られ、世界が広がることでロータリーがどんどん
楽しくなる事を、体験を基にお話して頂きました。
　最後に皆様の貴重なお話を伺い少しでもクラブ運営
のお役に立てれば幸いだと思います。

第10グループ情報研修会報告
第10グループ ガバナー補佐 鈴木 孝（白井RC） 

情報研修会の開催にあたり
パストガバナー 青木貞夫氏

講演Ⅰ「ロータリーを知る、楽しむ」
RLI推進委員会　

ファシリテーター 清水一成氏

講演Ⅱ「RLI について」
RLI 推進委員会　
委員長 清田浩義氏

総評
パストガバナー 諸岡靖彦氏

パネルディスカッション
テ－マ「ロータリーは楽しいですか」
第10グループ 各クラブ会長　 記念撮影
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第9グループ情報研修会報告
第9グループ ガバナー補佐 那須 哲郎（佐原香取RC） 
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　2023年11月11日（土）
14時より、ウィシュトンホテ
ルユーカリにて国際ロータ
リー第2790地区第12グルー

プの「情報研修会」を開催致しました。
　今年度の第12グループ情報研修会のテーマ
は、鵜沢ガバナーが推奨されるクラブの活性化の
最も重要な具体策のひとつである「DEI」を基盤
として、『「DEI文化を培う」 ～時代を見つめロー
タリーを共に学んでいこう！～』としました。 
　研修会では、DEIに精通されており、高い洞察
力と豊富な知識を持つ寒郡ガバナーエレクトより
ご講演を頂きました。 
　第1部では、「私のロータリーモーメント」と題し、
国際的で経験豊富な寒郡ガバナーエレクトのエ
ピソードを交えた楽しい体験談や、ロータリークラ
ブの現状などのデータを用いて説明していただき
ました。
　第2部では、「DEIについて」多様性、公平さ、
インクルージョンについて不可視の領域に留意す

る点や平等と公平の違いなどを分かりやすく説
明いただきました。
　7クラブの各会長からも意見を伺いながら、寒
郡ガバナーエレクトの魅力的なお人柄で終始和
やかな雰囲気の中、お集まりいただいた会員の
皆様に改めてロータリーにおけるDEIの重要性を
啓発し、認識を高めて頂き、多くの情報や知識を
学ぶ有意義な時間となりました。
　この情報研修会は佐倉ロータリークラブの皆
様にホストクラブとしてご協力いただき、素晴らし
い設営のもと100名を超える会員の皆様にご参
加いただきました。 
　ご講演いただいた寒郡ガバナーエレクト、お越
しいただいた﨑山パストガバナー、橋岡第1地域 
ロータリーコーディネーター兼パストガバナーを始
めとする地区委員長、委員の皆様、そして第12グ
ループ7クラブの会長幹事をはじめとする会員の
皆様に心より感謝申し上げ、ご報告させていただ
きます。
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第12グループ情報研修会報告
第12グループ ガバナー補佐 實川 正道（佐倉RC） 

　第14グループのロータ
リー情報研修会は11月11日
（土）流山市リサイクルプラ
ザ研修室で39名の方にお

集まりいただき開催致しました。テーマは「ロータ
リーの理念」と「新たな重点分野 環境」の2本立て
でした。
　｢ロータリーの理念」では地区の幸松康彦理念委
員長（松戸東RC）にご講演いただきました。ロータ
リー歴の長い会員の方にとっては何度も聞いたこと
がある話だったかもしれませんが、理念が全てに関
わってくるところですので押さえておかなくてならな
いことだと思います。ロータリーの歩みを踏まえなが
ら奉仕の理念や職業奉仕との関係性について学
べたのはとても有意義であったと存じます。
　「新たな重点分野 環境」では最初に私から環境
が新たな重点分野になった経緯や環境への取り
組み、地区の環境委員会の事業、「3R」などについ
てお話させていただきました。環境は誰もが簡単に
できることから専門家が高い技術をもって実現でき
るものまで範囲が広いので身近でもあり難しくもあり
ます。第14グループでも以前からクリーン作戦など
行政と連携しながら活動しており取り組みやすい

分野でありますので、今後の活動の参考にしてい
ただければと思いました。
　次に野田ＲＣの加藤会員が経営するエバーク
リーン㈱のSDGs推進担当役員河内正様を講師に
お迎えし「廃タイヤを油に」というリサイクルの実践
の事例発表をしていただきました。専門の高い技術
を基にしたこのリサイクル事例は昨年の地区の環
境委員会事業でも発表いただいた内容でもあり、
同じ第14グループ内の会社でこのようなリサイクル
の取り組みがなされていることは皆さんに知って欲
しい情報であり、誇りになると感じました。
　最後に「私の実践している・実践したい環境へ
の取り組み」というテーマでグループディスカッション
をし、その後グループ発表を行いました。研修から
ラーニングへというロータリーの流れを汲んでのこと
ではありますが範囲の広い環境では一人でもでき
る身近な取り組みもあるのでこのような形を取らせ
ていただきました。グループディスカッションを通して
他クラブの会員の方と交流をはかれて良かったと
いう感想も参加者からいただけました。
　ご協力ご参加いただきました皆様に感謝申し上
げます。
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　当クラブは、今年2月4日

に創立70周年を迎えま

す。その記念事業として

市川駅北口ロータリーに時計塔を寄贈すること

とし、昨年11月16日、現地にて寄贈式を執り行

いました。寄贈式日程を鵜沢ガバナー公式訪

問日に合わせ、鵜沢ガバナー、山下第１グルー

プガバナー補佐にご臨席いただき、鵜沢ガバ

ナーのご挨拶とともに、市川市長、当クラブ会員

でもある村岡市川商工会議所会頭のご挨拶を

頂戴しました。市川駅南口には当クラブ創立60

周年記念事業として時計塔を寄贈しましたが、

今般、北口にも時計塔を設置しようとの気運が

高まり、増田70周年実行委員長が中心となって

市川市との調整を図った結果、市川市のご理

解とご協力、さらには地区補助金の援助も得て

実現の運びとなったのです。

　当クラブが発足した1953年は、終戦から8年

目で未だ戦争の傷跡が残り、我が国が高度経

済成長期にさしかかる手前の時期で、経済的

に豊かではない時代でした。しかし、当クラブ

は、そうした世相にもかかわらず、誰かの、何か

の役に立ちたいという志を持つ諸先輩方が立

ち上げ発展させてきた歴史を持っています。私

たちは、この志を引き継ぎ、時計の刻とともにクラ

ブを更に発展させていこうとの思いを込めて本

事業を実現しました。

　市川駅はコロナ流行前には1日平均で概ね

12万人前後の方が利用されており、コロナ5類

移行後の現在は流行前の利用者数に回復し

つつあり、また、北口利用者数は利用者数全体

の半数を大きく上回っています。時計塔には、

金色に輝くロータリークラブのマーク、そして当

クラブ創立70周年記念を示すプレートも設置し

ました。この時計塔が地域の多くの方々の日々

の生活に役立つとともに、地域社会でのロータ

リークラブの公共イメージ向上に資することを

願ってやみません。

市川ロータリークラブ 70周年記念事業
第1グループ 市川ロータリークラブ 会長 佐𦚰 浩
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　11月23日（水・祝）冬の季
節に入りましたが、当日は10
月初旬の22℃の快晴の中

第１回ツーリングを開催致しました。
　今回も、二輪車並びに四輪車でのツーリング企
画を致しました。
　常磐自動車道〔谷田部東PA〕午前9時に、集
合を予定しておりましたが事故渋滞の為、参加
者が集まるまで、集合時間が少し過ぎてしまいま
した。
　千葉県内のロータリー二輪車同好会【RMCC
2790】の会員が、二輪車9台・車6台総勢18名
（見送り３名）が集まりました。〔ツーリング、二輪車
8台・車5台総勢15名〕
　セレモニー・集合写真の後、９時50分に一路
筑波山へ出発しました。
　この日は連休初日・快晴の為に、高速道路は
事故等も有り大渋滞なので、当初奥久慈方面を
予定しておりましたが、急遽役員で話合いをし近
場の筑波山へ行く事に変更を致しました。
　谷田部東PAから常磐自動車道を走り、土浦

北ICで降り一般道で筑波山男体山方面から女
体山方面に登り始めましたが、こちらも紅葉見物
の大渋滞にはまり、通常でしたら３０分で登る所、
1時間以上もかかって、女体山つつじヶ丘の駐車
場に着きました。
　昼食会場を予約して有りましたので、急いで集
合写真を撮り15分程休憩をし、昼食会場へ向か
いました。
　帰りの筑波山道は反対側の大渋滞を横目
に見ながら、約40分程でメヒコ筑波店へ着き
ました。
　お昼を食べながら、車談議に花を咲かせ会員
間の交流を深めました。
　昼食後、集合写真を撮り解散式を行いました。
現地解散なので、数台の車組は笠間方面に栗を
買いに行きました。
　その後、全員が無事に夕方には帰路に着きま
した。
　※後日発覚です。１台のクラシックカーが帰りの
　　高速道路でパンク致しました。
　お疲れ様でした。

鵜沢ガバナー年度 
RMCC2790 第1回ツーリング（報告）
RMCC2790 事務局長 増谷 信一（柏西RC） 
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　私が国際ロータリー

第2790地区のガバナー

を務めさせて頂いたの

は､2011-12年度でした｡数えてみますと､12

年前になります｡年齢は､当時70歳でした｡現

在は82歳になりました｡あと何年も持たない

かも知れませんが､もう少し頑張って行き

たいと願っています｡

　私がクラブ会長を務めさせて頂いた年度

の例会の会長挨拶では､１年間の全例会で

ロータリーに関することを話しました｡ク

ラブの会員の皆さんは､さぞ退屈な会長挨

拶だったと感じられたのではないかと思っ

てますが､私自身は大いに満足した１年間

でした｡

　なぜクラブの例会の会長挨拶で毎回ロー

タリーの事を話したかと言いますと､実は

私がクラブに入会させて頂く際のオリエン

テーションで､当時のロータリー情報委員

長が､｢山田さん､あなたはクラブの一定の手

続を経て､当クラブに入会が許されました｡

おめでとうございます｡ついては､次の二点

を守って下さい。

①毎週の例会には必ず出席して下さい｡

②手続要覧という書物を購入して､毎日読

　んで下さい｡

の二点です｣と話されました｡

　この二点は､今でも守っています｡クラブ

に入会当時は､クラブ会員全員が100%出席

していました｡手続要覧を毎日読んでいる

方はそんなにはおられなかったかも知れま

せんが､私は言われた通りに､毎日読みまし

た｡今では､パソコンに取り込み､手続要覧を

毎日読んでいます｡

　手続要覧ですが､現在の手続要覧は､組

織規程集のように感じます｡私が入会した

当時の手続要覧は､白色のページと黄色の

ページがありました｡白色のページには､組

織規程やロータリー章典から抜粋して編集

されていました｡ロータリーの様々な規定

からピックアップして､ロータリーに関す

る解説書のような感じでした｡黄色のペー

ジには､国際ロータリー定款･細則と､標準

ロータリークラブ定款が掲載されていまし

た｡現在の手続要覧は､昔の白色のページに

該当する部分には､1.ロータリーの基本理念

として4ページ､2.ロータリーの戦略計画と

して2ページしかありません｡あとは､組織規

程が掲載されています｡手続要覧と言いな

がら､あたかも組織規程集の感じです。

　クラブに入会後､早速手続要覧を購入し

て毎日読みました｡手続要覧を読み始めた

当時は､チンプンカンプンでさっぱり理解

が出来ませんでした｡それでも､我慢して､毎

日読んで行くうちに､少しずつ理解できる

ようになりました｡この事は､様々なところ
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でお話しましたので､またか､と言われそう

ですが､皆さんも是非手続要覧を入手して､

毎日読んで頂きたいと思います｡

　クラブの幹事､そしてクラブ会長を経験

して､その後ガバナー補佐になり､更にガバ

ナーノミニーに指名されて､ガバナーに就

任しました｡これ等の役職を経験して､ロー

タリーの組織の素晴らしさを更に深く感じ

ました｡地区委員会等､しっかりした運営に

感服しています｡

　ガバナーに就任する前に､国際協議会に

出席しますが､シカゴで開催された国際協

議会には､全世界のガバナーエレクトが

パートナーと共に出席していました｡日本

国内の同期のガバナーエレクトが一堂に会

しての会議も開催されました｡その会議で､

日本国内の同期ガバナーに就任する方々と

顔を合わせて､就任前のガバナーとして､そ

れぞれの地区をどのように運営して行くか

等を話し合ったりしました｡

　ガバナー年度では､ガバナーの任務とし

て地区内の全クラブに公式訪問させて頂き

ました｡この公式訪問では､それぞれのクラ

ブが独自に様々な奉仕活動をされているの

を拝見させて頂きました｡地区内の全クラ

ブが､活気に満ちた活動をされておられる

ことに感激したことを覚えています｡

　各クラブ共会長・幹事を先頭に､様々な

活動をされておられることは､本当に素晴

らしい事だと思います｡ガバナーに就任し

なかったら､こうした事に気づけなかった

と思っています｡その点では､ガバナーを務

めさせて頂いたことに感謝しています｡

　パストガバナーになってから､地区のロー

タリー財団委員長を務めさせて頂きました｡

私がロータリー財団委員長を務めたその年

度から､地区のロータリー財団委員長はパ

ストガバナーが就任するように変更になり

ました｡たまたまその制度が変更された年

度に､私が地区ロータリー財団委員長に就

任することになりました｡

　地区内クラブのロータリー財団委員長に

お集まり頂き､ロータリー財団の補助金が

変更になった旨を説明させて頂きました｡

そして､ロータリー財団の資金を利用して

の活動を募りましたところ､多くのクラブ

から申請が有り､地区内クラブの皆さんが

ロータリーの奉仕の精神を大切にしておら

れる様子を伺うことができました｡

　今､改めてガバナー年度を振り返ってみ

ますと､本当に感謝の一言です｡第2790地区

の皆さんが､それぞれの立場で奉仕活動を

されておられますが､今後共皆さんの地域

の発展と､住みやすい地域になるように､皆

さんで励んで参りましょう｡

　この度は､このような文書を投稿させて

頂き､ありがとうございました｡
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　訪れる人に喜んでもら
おうと、特に12月は全国各
地でイルミネーションの飾り
つけが行われています。

ほとんどのイルミネーションが専門業者の手で
行われていますが、JR常磐線の北小金駅前の
黄金（KOGANE）イルミネーションは「輝け！小
金の街・夢・未来☆　夢小金～未来に向かっ
て大切にしたい地域の絆」と題し、北小金駅周
辺地区の活性化とみんなの幸せを願い、商店
会や町会、地域のボランティア団体や学校が連
携し、実行委員会をつくり、手作りの協働イベン
トとして行われています。
　早いもので今年で21年目になりましたが実行
委員が高齢化し、また長い間続いたコロナ禍
の影響もあって松戸北ロータリークラブに設営
ならびに点灯式の運営に関し協力要請があり
ました。
　さまざまなボランティア団体がある中、地域
市民にまだまだ認知度が低いロータリークラ
ブ。8月の暑い時期に千葉市で行われた「親
子三代夏祭り」で赤いTシャツを着てクラブと
して応援に行って盛り上がった経験もあり、
今回は冬場でしたが小澤会長の声掛けで

イルミネーション設営で、地域に貢献
第13グループ ガバナー補佐 鈴木 悦朗（松戸北RC） 

ENDPOLIOのTシャツを服の上に着て手伝う
ことにいたしました。
　商店会や町会などが高齢化する中、決して
若いとはいえませんが、元気を与えてくれる姿
は歓迎されました。
　夏の仲良し学級の子どもたちとの梨狩りもそ
うでしたが、地域社会への貢献としてロータ
リーの奉仕の理想を奨励し、これを育み、具体
的に取り組み、できることから実践してゆく
（Take Action）。そんな中で知り合いを広め、
共に喜び、奉仕の機会とすることの大切さが
見えてきたように感じたのは私だけではないで
しょう。
　手作りの黄金（KOGANE）イルミネーション
は2月14日（水）まで輝かせています。

イルミネーション 点灯式

イルミ設営

����������������������������������

ガバナー公式訪問
クラブ紹介

野田東RC　野田セントラルRC　千葉RC　佐原香取RC　鴨川RC　勝浦RC　千倉RC
木更津東RC　柏西RC　白井RC　東金RC　東金ビューRC　松戸中央RC　松戸西RSC

当クラブは、再来年度
創立50周年を迎えま
す。台湾高雄の港都
ロータリークラブと姉
妹クラブを結び、30年
以上にわたり活発な交
流をしています。近年

は、増強活動が上手くいかず、少人数となってしまいました。
50周年に向けて今一度、ロータリー活動について、見直しを
しているところです。（会長 戸辺和重）

野田東ロータリークラブ
私たちのクラブは、
1991年4月創立で
今年33周年を迎え
ます。現在会員数21
名、30名以上を目指

して増強中です。会員相互の仲が極めてよく、例会は毎週
19時からです。平成11年6月、ＲＩ3860地区タグムゴー
ルデンレイシスRC（フィリピン）と姉妹クラブの締結を
し、国際奉仕にも注力しています。（会長 栗原利夫）

千葉ロー
タリーの
クラブ運
営は、諸
先輩が築
いてきた

良き伝統を守りそれを充実させていくことを基本にしてい
ます。その基となるのは会員個々人の「人の魅力」であり、多
様な可能性を持つ「組織の魅力」であります。千葉クラブでは
日常のロータリーの例会プログラムの中にこそ色々な方と
見識に出会うチャンスが潜んでいます。（会長 鈴木定徳)

千葉ロータリークラブ
当クラブは夜間
例会で会員は現
役世代で例会及
び親睦会等も楽
しく過ごしてい
ます。最近は会員
が21名となり、

出席免除会員も5名おりますが、それ以外の会員は毎月の出
席率も90％以上をキープしており、結束力が高いです。これ
を維持するには卓話等で質問を受けて討論会に発展すれば
活気ある例会になると思います。(会長 篠塚茂樹)

鴨川ロータリーク
ラブは、現在の会員
数28名、うち女性
会員3名（約10%）
となっています。奉
仕プロジェクト、ク

ラブ管理運営、拡大・増強委員会は2か月に１度の定期的委員会を開
催し、多様な奉仕プロジェクト案の抽出、実行可能性の検討、例会プ
ログラムの充実、上田西ロータリークラブとの交流などを進めてい
ます。会員増強は大きな課題ではありますが、焦らずにロータリア
ンにふさわしい候補者の選定に努めています。(会長 伊藤正人)

鴨川ロータリークラブ
100年以上
猛暑日なし。
最高気温が
35度を超え
ない涼しい勝
浦市で、37名

の精鋭が集う勝浦RCは創立61年目を迎え、2 年ぶりに地区野球
リーグの優勝、海岸清掃、ポリオ根絶 事業への積極的な取組、郵
便ポストのラッピング、子どもたちへの手紙の書き方教室など今
年度も互いに心を紡ぎながら絶賛活動中です。(会長 岩瀨洋男)

野田セントラルロータリークラブ

佐原香取ロータリークラブ

勝浦ロータリークラブ

12/8 12/8

12/11 12/11

12/12 12/12
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役世代で例会及
び親睦会等も楽
しく過ごしてい
ます。最近は会員
が21名となり、

出席免除会員も5名おりますが、それ以外の会員は毎月の出
席率も90％以上をキープしており、結束力が高いです。これ
を維持するには卓話等で質問を受けて討論会に発展すれば
活気ある例会になると思います。(会長 篠塚茂樹)

鴨川ロータリーク
ラブは、現在の会員
数28名、うち女性
会員3名（約10%）
となっています。奉
仕プロジェクト、ク

ラブ管理運営、拡大・増強委員会は2か月に１度の定期的委員会を開
催し、多様な奉仕プロジェクト案の抽出、実行可能性の検討、例会プ
ログラムの充実、上田西ロータリークラブとの交流などを進めてい
ます。会員増強は大きな課題ではありますが、焦らずにロータリア
ンにふさわしい候補者の選定に努めています。(会長 伊藤正人)

鴨川ロータリークラブ
100年以上
猛暑日なし。
最高気温が
35度を超え
ない涼しい勝
浦市で、37名

の精鋭が集う勝浦RCは創立61年目を迎え、2 年ぶりに地区野球
リーグの優勝、海岸清掃、ポリオ根絶 事業への積極的な取組、郵
便ポストのラッピング、子どもたちへの手紙の書き方教室など今
年度も互いに心を紡ぎながら絶賛活動中です。(会長 岩瀨洋男)

野田セントラルロータリークラブ

佐原香取ロータリークラブ

勝浦ロータリークラブ

12/8 12/8

12/11 12/11

12/12 12/12
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白井RCの特徴は、お
互いの仕事やプライ
ベートを尊重しつつ、
本業である仕事が一
番であり、例会の参加
は、義務ではあります
が絶対ではありませ
んので強制はしませ

ん。服装も仕事着での出席は、当然の姿、むしろ職業奉仕
の一環と考え、当然と考えます。親睦を中心に考え、11名
から14名と着実に増強中です。（会長 伊藤喜典）

����������������������������������

1965年12月1日に、
館山ロータリークラ
ブをスポンサークラ
ブとして49名の会員
で創立されました。
10数名の時代がしば
らく続き、2019年度
と2020年度には会

員が4名となり、解散の危機を迎えましたが、翌年、以前か
ら勧誘していたチャーターメンバーのご子息が加入し、現
在は８名で活動しています。（会長 鈴木健史）

千倉ロータリークラブ
会長 板橋良夫

12/12
木更津東ロー
タリークラブ
は現在44名の
会員が在籍し
ております。本
年度は10年振
りにグローバ
ル補助金を活

用した国際奉仕事業に取り組んでおります。木更津の地から、
ロータリーが掲げる国際理解・親善・平和の推進の一助となる
活動ができれば素晴らしいと思っております。年度内には現
地（タイ）で贈呈式が開催できる見込みです。（会長 堀内正人）

木更津東ロータリークラブ

次年度50
周年を迎
えるクラ
ブのテー
マは『団結
して目標
を達成す

る』です。90％の出席率を上げた屋形船例会やバーベキュー、子供食堂・
幼稚園・保育園への継続した奉仕活動、一人一人が会員を増やそうと団
結し5名の新入会員を増強、会員相互の親睦を深め、楽しい例会づくり
を団結して実践しているのが柏西クラブです。（会長 ゲイビ・アデル）

柏西ロータリークラブ
会長 福田順也

白井ロータリークラブ
会長 橋本郁男

会員が現在10名で
す。まずは会員増強が
最大の課題ですが、来
年度から社会奉仕活
動として実施予定の
知的障害者を対象と
したダンス合宿に向
けて取り組んでまい

ります。また、会員親睦に重点を置き、楽しいクラブ活
動に取り組んでいきます。（会長 安藤泰健）

東金ビューロータリークラブ
江戸時代、鷹狩り
に来遊するため
に作られた御成
街 道 が 発 展 の
きっかけになっ
たといわれてい
ます。そんな歴史
を持つ東金を中

心としたエリアを活動拠点とする我々は、大ベテランから若い
メンバーまでが集い、伝統と未来につながる変化を大事にしな
がら、「楽しく、ためになる」活動に取り組んでいます。東金にお
越しの際は、ぜひ例会にお立ち寄りください。（会長 菅原裕輔）

東金ロータリークラブ

13G５クラ
ブ中４番目･
1982年に
設立、本年
４２年目のク
ラブです。特
徴としては、
早い時期か

ら女性会員が積極的に活躍。又、国際奉仕活動も活発で、地区補助
金も活用しコロナ禍前までは、様々な国で支援などを行っており
ます。近年は増強にも力を入れ、全体の1/3を占める入会２年未
満会員が大いに存在感を発揮しております。（会長 入木田 健一）

松戸中央ロータリークラブ
松戸西ロー
タリークラブ
の最大の特
徴は、「団結
力」です。奉
仕プロジェク
トやクリス

マス家族例会等、何かを行う時には立場を超えて、全会員が協
力して物事を成し遂げる素晴らしいクラブです。また近年は、
国際奉仕に力を入れています。今年度も、「モンゴル井戸設置
プロジェクト」を行い、世界と繋がりました。（会長 関口貴之）

松戸西ロータリークラブ

12/13

12/15 12/18

12/19 12/19

12/21 12/21

����������������������������������

名　称曜日 時　間 会　場日　付

地区補助金管理セミナー

RLIパートⅠ

RYLAセミナー

市川ロータリークラブ創立70周年記念式典

ラーニング３委員会講演会

希望の風チャリティーコンサート

RLIパートⅡ

青少年交換第4回オリエンテーション

全国RA研修会

米山奨学生修了式歓送会

RLIパートⅢ

青少年交換第5回オリエンテーション

千葉南RC創立60周年記念式典

RAC2023-24年度　第35回関東ブロック研修会

第27回日本青少年交換研究会 山形会議

RLI卒後コース

千葉若潮RC創立25周年記念例会

富里RC創立40周年記念式典

国際大会

千葉ナイト

青少年交換第6回オリエンテーション

インターアクト指導者講習会　成田

RLI ファシリテーター養成コース

第16回全国RYLA研究会　福島会議

市原RC60周年記念行事

第11回全国インターアクト研究会

フェアウエルパーティ

青少年交換派遣認証書授与式

13:00～16:30

  9:10～17:00

記念式典17:00～
祝賀会　19:00～
13:30 受付
14:00 点鐘

17:30

  9:10～17:00

13:30～17:00

  9:10～17:00

13:30～17:00

17:00 点鐘

4/27 13:00～18:00
4/28 13:00～17:00

13:10～17:00

18:00～20:00

13:30-17:00

13:10～17:00

13:30～17:00

17:30～19:00

16:00～19:00

TKPガーデンシティ千葉

千葉市民会館

ホテル海光苑

ホテルオークラ東京ベイ

TKPガーデンシティ千葉

プラッツ習志野

千葉市民会館

千葉市文化センター

山形テルサ

三井ガーデンホテル千葉

千葉市民会館

千葉市文化センター

オークラ千葉ホテル

千葉経済大学

天童市 市民文化会館

千葉市民会館

ホテルニューオータニ幕張

インターナショナルリゾートホテル 湯楽城

シンガポール

ザ・フラトン・ベイホテル クリフォードピア

千葉市文化センター

成田高等学校

千葉市民会館

磐梯熱海温泉ホテル華の湯

京成ホテル ミラマーレ

　

ホテル ザ・マンハッタン

三井ガーデンホテル千葉

土

土

 

土

土

金

土

日

 

土

土

日

土

土

木

火

土

日

土

 

木

金

日

2月  3日

2月10日

2月17日～18日

2月17日

3月  2日

3月  8日

3月  9日

3月10日

3月23日～24日

3月30日

4月  6日

4月14日

4月20日

4月27日～28日

5月11日～12日

5月11日

5月16日

5月21日

5月25日～29日

5月25日

5月26日

5月中

6月  8日

6月  8日～9日

6月13日

6月15日～16日

6月21日

6月23日

名　称曜日 時　間 会　場日　付

地区チーム研修セミナー

会長エレクト研修セミナー

地区研修・協議会

ホテル ザ・マンハッタン

ホテル ザ・マンハッタン

ＴＫＰ東京ベイ幕張ホール

土

土

月祝

  2月24日

  3月16日

  4月29日

国際ロータリー 第2790地区 2023-24年度 主要行事日程表　

2024-25寒郡年度３大セミナー日程表

2023/12/18現在

13:30～19:00

10:00～19:00

10:00～16:00
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名　称曜日 時　間 会　場日　付

地区補助金管理セミナー

RLIパートⅠ

RYLAセミナー

市川ロータリークラブ創立70周年記念式典

ラーニング３委員会講演会

希望の風チャリティーコンサート

RLIパートⅡ

青少年交換第4回オリエンテーション

全国RA研修会

米山奨学生修了式歓送会

RLIパートⅢ

青少年交換第5回オリエンテーション

千葉南RC創立60周年記念式典

RAC2023-24年度　第35回関東ブロック研修会

第27回日本青少年交換研究会 山形会議

RLI卒後コース

千葉若潮RC創立25周年記念例会

富里RC創立40周年記念式典

国際大会

千葉ナイト

青少年交換第6回オリエンテーション

インターアクト指導者講習会　成田

RLI ファシリテーター養成コース

第16回全国RYLA研究会　福島会議

市原RC60周年記念行事

第11回全国インターアクト研究会

フェアウエルパーティ

青少年交換派遣認証書授与式

13:00～16:30

  9:10～17:00

記念式典17:00～
祝賀会　19:00～
13:30 受付
14:00 点鐘

17:30

  9:10～17:00

13:30～17:00

  9:10～17:00

13:30～17:00

17:00 点鐘

4/27 13:00～18:00
4/28 13:00～17:00

13:10～17:00

18:00～20:00

13:30-17:00

13:10～17:00

13:30～17:00

17:30～19:00

16:00～19:00

TKPガーデンシティ千葉

千葉市民会館

ホテル海光苑

ホテルオークラ東京ベイ

TKPガーデンシティ千葉

プラッツ習志野

千葉市民会館

千葉市文化センター

山形テルサ

三井ガーデンホテル千葉

千葉市民会館

千葉市文化センター

オークラ千葉ホテル

千葉経済大学

天童市 市民文化会館

千葉市民会館

ホテルニューオータニ幕張

インターナショナルリゾートホテル 湯楽城

シンガポール

ザ・フラトン・ベイホテル クリフォードピア

千葉市文化センター

成田高等学校

千葉市民会館

磐梯熱海温泉ホテル華の湯

京成ホテル ミラマーレ

　

ホテル ザ・マンハッタン

三井ガーデンホテル千葉

土

土

 

土

土

金

土

日

 

土

土

日

土

土

木

火

土

日

土

 

木

金

日

2月  3日

2月10日

2月17日～18日

2月17日

3月  2日

3月  8日

3月  9日

3月10日

3月23日～24日

3月30日

4月  6日

4月14日

4月20日

4月27日～28日

5月11日～12日

5月11日

5月16日

5月21日

5月25日～29日

5月25日

5月26日

5月中

6月  8日

6月  8日～9日

6月13日

6月15日～16日

6月21日

6月23日

名　称曜日 時　間 会　場日　付

地区チーム研修セミナー

会長エレクト研修セミナー

地区研修・協議会

ホテル ザ・マンハッタン

ホテル ザ・マンハッタン

ＴＫＰ東京ベイ幕張ホール

土

土

月祝

  2月24日

  3月16日

  4月29日

国際ロータリー 第2790地区 2023-24年度 主要行事日程表　

2024-25寒郡年度３大セミナー日程表

2023/12/18現在

13:30～19:00

10:00～19:00

10:00～16:00
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　千葉県の富津市と鋸南町にまたがる鋸山一

帯は、２０２０年に文化庁より、「日本遺産候補地

域」の選出を受け、「日本遺産」本認定に向け

様々な活動を取り組んでいます。２０２３年の今

年が候補地域としての取り組みのラストイヤー

となり、過去３年間、認定に向けて取り組んでき

た活動内容や今後の展望を共有する機会を

つくり、地域として取り組む「鋸山を日本遺産

へ」の認知を広げて、多くの方と「鋸山」の魅力

を再発見する応援プロジェクトを計画。無事終

了しました。

「鋸山を日本遺産へ｣応援プロジェクトを終えて
第5グループ ガバナー補佐 野村 進一（上総RC） 

主　催　者：第５グループ「富津シテイ、富津中央、袖ヶ浦、木更津、
　　　　　  木更津東、上総、君津・各ロータリークラブ」、
　　　　　 鋸南ロータリークラブ、地区環境委員会
日　　　 程：２０２３年１２月２日（土）１４時～１８時３０分
場　　　所：メイン会場　ザ・フィッシュ（千葉県富津市金谷２２８８）
参 加 者 数：鋸山及びその周辺、環境クリーン活動（２５０名）応援セレモ
 ニー）、基調講演（120名）、生ライブ（100名）

鋸山の麓、金谷港他 環境クリーン活動 鋸山の魅力について語る鋸山美術館 鈴木氏

「鋸山を日本遺産へ」応援コール 花火打ち上げ 東京湾観音地先 憩いの里ブルーベリー園 於
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　環境委員会では１２月２

日に「鋸山を日本遺産へ」

応援プロジェクトを第5グループと一緒に活動を

行いました。

　当日は天候にも恵まれ、我々環境委員会で

の主な活動として鋸山周辺の環境クリーン活

動を行いました。清掃場所としては、ザ：フィッ

シュを挟んでフェリー側を、女性や子供達を中

心に清掃を行って頂き、反対側の浜辺周辺は

地元の方々に行って頂きました。そして少し離

れた山沿いの場所は、かなり不法投棄がされ

ている場所でペットボトルを中心に様 な々ゴミが

捨てられていました。ここでは鵜沢ガバナーや

高橋富津市長も一緒に来て作業を手伝って頂

き大変感謝申し上げます。ゴミは３ｔトラックと軽ト

ラックに分けてもいっぱいで業者に運んで頂き

ました。環境クリーン活動では約250名の方に

参加をして頂き、皆様には感謝申し上げますと

共に、今回のプロジェクトを通じて少しでも皆様

に鋸山の素晴らしい魅力を解って頂き、一緒に

日本遺産への応援をして頂ければ今回のプロ

ジェクト活動は大成功と成ったと思います。

　委員会メンバーをはじめ協力して頂いた皆

様には大変感謝申し上げます。

����������������������������������

「鋸山を日本遺産へ」
応援プロジェクト環境クリーン活動
地区環境委員会 委員長 窪田 謙（富津シティRC） 
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新ロータリアン（敬称略）

寄付者紹介（敬称略）

ロータリー財団寄付

米山功労者

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

小川 不二夫
（八日市場RC）

3回

水野 浩利
（千葉南RC）

2回

元榮 太一郎
（柏RC）
1回

内田 重
（木更津東RC）

4回

平山 秀樹
（成田RC）
5回

渡邊 愼司
（木更津東RC）

5回

ポリオ・プラス

メジャードナー（財団）

織田 信幸
（松戸RC）
11回

中山 政明
（松戸RC）
8回

日暮 肇
（柏西RC）
7回

始平堂 玄昌
（千葉幕張RC）

5回

斎藤 昌雄
（千葉南RC）

13回

板橋 良夫
（船橋みなとRC）

20回

池田 洋三
（船橋みなとRC）

1回

古谷 祥一
（船橋みなとRC）

1回

近藤 善信
（松戸RC）
1回

小川 一
（松戸RC）
2回

水野 浩利
（千葉南RC）

2回

池田 雄一
（松戸中央RC）
建築請負
12月7日

大槻 肇
（千葉南RC）
防水工事
12月8日

泉水 慎太郎
（市原中央RC）
建築材料
12月12日

山村 邦彦
（東金RC）
地方銀行
12月1日

安高 弘和
（君津RC）
鉄鋼原料処理
11月6日

今山 利猛
（柏RC）

沢田 克洋
（成田コスモポリタンRC）

新ベネファクター

菱木 智仁
（八日市場RC）

林 咲江
（八日市場RC）

新ポール・ハリス・フェロー

元榮 太一郎
（柏RC）

加登 章司
（船橋RC）

山田 修平
（木更津東RC）
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国際ロータリー第2790地区（千葉）出席・会員数報告（2023年11月末分）

グ
ル
ー
プ

例
会
数

第
1
グ
ル
ー
プ

第
2
グ
ル
ー
プ

第
4
グ
ル
ー
プ

第
5
グ
ル
ー
プ

第
6
グ
ル
ー
プ

第
7
グ
ル
ー
プ

第
3
グ
ル
ー
プ

100.00 
100.00 
84.00 
82.10 
72.13 
63.49 
83.62 
94.05 
92.14 
62.68 
78.73 
72.73 
95.24 
82.60 
76.04 
100.00 
63.64 
71.91 
100.00 
100.00 
85.33 
82.05 
-

84.87 
89.10 
50.31 
77.77 
80.92 
61.90 
59.44 
-

69.91 
86.60 
56.86 
83.31 
68.28 
67.09 
90.75 
56.00 
72.70 
75.12 
83.07 
96.40 
100.00 
73.08 
61.54 
-

81.54 
79.99 
65.40 
82.00 
83.33 
66.86 
81.00 
84.67 
73.33 
77.07 

2
3
4
2
4
3
3.00
3
3
4
4
3
3
3.33
3
2
4
3
3
3
2
3
-
2.88
3
2
3
4
3
2
-
2.83
3
3
4
4
4
4
4
3.71
4
3
3
1
3
4
-
3.00
3
2
4
3
3
3
5
3
3.25

35
33
19
31
27
17
27.00
28
19
27
20
11
12
19.50
110
11
57
37
22
27
22
31
0

35.22
50
75
19
32
23
21
3

31.86
20
17
28
39
52
21
14
27.29
43
25
34
6
13
28
3

21.71
51
21
10
7
24
22
28
9

21.50

0
0
0
0
0
0
0.00
0
0
0
0
0
0
0.00
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0.00
0
0
0
0
0
0
0
0.00
0
0
0
0
0
0
0
0.00
0
0
0
0
0
0
0
0.00
0
0
0
0
0
0
0
0
0.00

39
35
21
32
27
21
29.17
28
23
28
22
13
14
21.33
115
11
57
44
24
31
24
32
5

38.11
53
80
25
33
27
23
9

35.71
25
17
33
44
58
23
16
30.86
46
28
37
8
14
28
6

23.86
55
24
11
8
24
26
30
10
23.50

△ 1
0
2

△ 1
△ 1
1
0
1
0
1
0
1
0
3
7
1
2
1
1
0
1
0
1
14
2
6
2
0

△ 1
0
1
10
0
1
3

△ 1
△ 1
2
0
4
0

△ 1
2
2
0

△ 1
0
2
2
0
0
0

△ 2
1
1
0
2

4
2
2
1
0
4
2.17
0
4
1
2
2
2
1.83
5
0
0
7
2
4
2
1
5
2.89
3
5
6
1
4
2
6
3.86
5
0
5
5
6
2
2
3.57
3
3
3
2
1
0
3
2.14
4
3
1
1
0
4
2
1
2.00

クラブ名
会員数

出席率
（％） 男性 女性 合計その他

2023
7/1との
増減

グ
ル
ー
プ

例
会
数

第
8
グ
ル
ー
プ

第
9
グ
ル
ー
プ

第
11
グ
ル
ー
プ

第
12
グ
ル
ー
プ

第
13
グ
ル
ー
プ

第
14
グ
ル
ー
プ

第
10
グ
ル
ー
プ

76.03 
67.60 
49.75 
75.00 
-

67.10 
80.36 
71.11 
76.53 
84.60 
78.15 
72.50 
84.24 
87.25 
54.76 
60.92 
57.39 
69.51 
48.40 
79.79 
85.53 
77.30 
70.59 
72.32 
87.65 
74.39 
75.40 
91.17 
70.99 
61.82 
38.88 
-

71.47 
94.69 
87.62 
74.71 
72.50 
76.92 
81.29 
83.59 
76.39 
57.14 
72.50 
87.30 
75.38  

5
2
4
4
-
3.75
4
3
4
3
3.50
4
4
4
3
4
5
4.00
4
3
3
4
3
3.40
4
3
3
2
3
4
3
-
3.14
5
3
4
4
4
4.00
4
4
2
2
3
3.00

32
33
33
25
26
29.80
45
17
24
21
26.75
63
19
9
12
33
70
34.33
53
30
48
24
24
35.80
26
54
40
19
24
43
9
7

27.75
56
44
33
29
26
37.60
59
15
14
19
20
25.40

0
0
0
0
0
0.00
0
0
0
0
0.00
0
0
0
0
0
0
0.00
0
0
0
0
0
0.00
0
0
0
0
0
0
0
0
0.00
0
0
0
0
0
0.00
0
0
0
0
0
0.00

34
36
36
27
32
33.00
45
17
25
21
27.00
72
23
10
14
34
71
37.33
63
33
55
28
31
42.00
27
54
42
21
28
46
12
13
30.38
57
44
37
37
26
40.20
65
18
14
20
21
27.60

△ 1
△ 1
1
1

△ 8
△ 8
2

△ 1
1
1
3
1
1
0
2
2
2
8
2
0
5

△ 1
0
6
0

△ 1
0
0
2
5
1
6
13
0
0
2
2
3
7
1
0
0
0
1
2

2
3
3
2
6
3.20
0
0
1
0
0.25
9
4
1
2
1
1
3.00
10
3
7
4
7
6.20
1
0
2
2
4
3
3
6
2.63
1
0
4
8
0
2.60
6
3
0
1
1
2.20

クラブ名
会員数

出席率
（％）

クラブ数82RC + 1RSC + 5RAC
2023年   7 月1日　地区会員数
2023年 11月末日　地区会員数
2023年 11月末日　地区男性会員数　　
2023年 11月末日　地区女性会員数
2023年 11月末日　地区その他会員数

当月平均出席率 75.51%

2,690 人
2,756 人
2,512 人
244人
0人

　
（増減66人）
（増減50人）
（増減16人）
（増減  0人）

����������������������������������

市　　　川
市 川 東
市 川 南
浦　　　安
市川シビック
浦 安 ベ イ
平 均
船　　　橋
船 橋 西
鎌 ケ 谷
船 橋 東
船 橋 南
船橋みなと
平 均
千　　　葉
千葉コネクトRSC
新 千 葉
千 葉 西
千 葉 中 央
千 葉 幕 張
千 葉 東
千 葉 若 潮
千葉マリンRAC
平 均
千 葉 南
市　　　原
千 葉 港
市 原 中 央
千 葉 北
千 葉 緑
市原中央RAC
平 均
木 更 津
上　　　総
富 津 中 央
木 更 津 東
君　　　津
袖 ヶ  浦
富津シティ
平 均
館　　　山
鴨　　　川
勝　　　浦
千　　　倉
鋸　　　南
館 山 ベ イ
鴨 川 R A C
平 均
茂　　　原
東　　　金
大　　　原
大 多 喜
成田空港南
茂 原 中 央
大　　　網
東金ビュー
平 均

銚　　　子
旭
八 日 市 場
銚 子 東
千葉科学大学RAC
平 均
佐　　　原
多　　　古
小 見 川
佐 原 香 取
平 均
成　　　田
八　　　街
印　　　西
白　　　井
富　　　里
成田コスモポリタン
平 均

柏
我 孫 子
柏　　　西
柏　　　東
柏　　　南
平 均
習 志 野
八 千 代
佐　　　倉
八千代中央
四 街 道
習志野中央
佐 倉 中 央
習志野中央RAC
平 均
松　　　戸
松 戸 東
松 戸 北
松 戸 中 央
松 戸 西
平 均
野　　　田
流　　　山
野 田 東
流 山 中 央
野田セントラル
平 均

男性 女性 合計その他
2023
7/1との
増減

　

　今まで（内　女性会員）のみでしたが、2023年7月分報告より（内　男性会員　女性会員　その他会員）の3通りになります。
　LGBTQ＋への理解を推進するロータリーとして第3の選択肢を用意することが必要だからです。なお、申告につきまして
は自己申告とし、戸籍上の性別ではなくて性自認によるものと致します。
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森の豊かさと海の豊かさを
守り伝えるために 私たちができること

2024年2月29日 迄 

千葉県館山市富士見「沖ノ島」
沖ノ島海水浴駐車場
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鵜沢年度の千葉ナイトは、シンガポールの夜を
最高に楽しめる会場を準備しております。
国際大会の雰囲気を楽しみながら、
2790地区の会員の交流を深めるため、
多くの会員のご参加をお待ちしております。

国際大会推進委員長

会場：ザ・フラトン・ベイホテル クリフォードピア
登録料：３7，０００円

２０２４年５月２５日（土）１８時～２０時40分

内藤 定雄

ご挨拶

Chiba Night

国際大会
シンガポール
５月２５日（土）～２９日（水）

2024年ロータリー興奮が待つ
シンガポー

ルへ

シンガポールでお会いしましょう。

世界と希望を分かち合うため、
シンガポールで行われる国際大会にご参加ください。


